

































































































































2 月 17 日に尊寿院へ提出したものである。











































































　では、史料 A と史料 B とを比較しながら、
事績の有無を列挙すると以下のとおりであ
る。高僧が着衣する色衣に関する記述は 11
世・14 世・16 世から 19 世にある。特に、11
世は五代将軍徳川綱吉の 13 回忌に寛永寺 6
世で日光輪王寺宮門跡四世公寛から許可の令
旨を受けていることが記されている。出自は、
15 世・16 世・18 世に書かれ、年齢について





ら 4 世源慶には僧名に「慶」、5 世源運から 8
世運海には「運」、8 世運海と 9 世仙海には
「海」、9 世と 10 世「鎮仙」には「仙」、11 世














































であるとし、遷化年を元亀 4 年（1573）5 月





































































　住持には、史料 A･B にあるように享保 17
年に慈道から相承している。退任年は遷化









承し、宝暦 4 年（1754）5 月に退任している。
（14）圓霊
　先代の退院後、名古屋桑名町福泉寺から転




















　文政 8 年 11 月に密蔵院中の常泉坊から移
籍し、延命寺住持に就任した。隠居した嘉永
2 年（1849）2 月 29 日が退任年である。
（19）圓剛





































































































































































































































































































































































































































































中世 2　2003 年）1756 号。
6　天文 2 年 7 月 11 日　後奈良天皇口宣案（『愛知県





























明治 29 年 ※1 ※2
明治29年カ
（11）
